
 

 

 

 

人いきいき町わくわく童話村たきのうえは、 

2050年ゼロカーボンシティを目指します！ 
 

地球温暖化は温室効果ガスの排出量の増加が最大の原因であると言われています。 

温暖化が進むことで、様々な気候変動が引き起こされ、気温・海水温の上昇、降雪量の

減少や降水量の増加、これらに起因し生態系の変化や食糧不足にも影響がでています。 

 

 さらに、国内においても豪雨や台風など経験したことのない災害が発生するなど、滝上

町でも大きくこの影響を受けています。 

 気候変動への対応として、2015年 12月に、気候変動枠組条約第 21回締約国会議（COP21）

よる「パリ協定」が採択されました。これにより、世界の平均気温の上昇を産業革命から

2.0℃以内にとどめるべく、地球規模で温暖化対策に取り組む動きが活性化しています。 

また、我が国でも、2020 年 10 月に政府が「2050 年までにカーボンニュートラル、脱炭

素社会の実現を目指すこと」を宣言しました。 

 

 滝上町では、これまでも化石燃料からバイオマスエネルギー活用へと取り組んできまし

たが、さらに、脱炭素社会を目指します。 

「人いきいき町わくわく童話村たきのうえ」のテーマにある 10 年、50 年、100 年後も、

美しく自然が豊かで、花と香りに包まれたまちづくりを未来に繋ぐため、自然環境を守り、

ゴミを減らし、再生可能エネルギーを取り入れるなど、町民・事業者・町が協働して積極

的に取り組みます。 

 ここに、滝上町は、温室効果ガスの排出抑制に努めカーボンニュートラルの実現を目指

し、「人いきいき町わくわく童話村たきのうえは、2050 年ゼロカーボンシティを目指しま

す！」と宣言します。 

 

令和４年６月７日 
  

滝上町長  長 屋 栄 一    
 

 

 

 

 


